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日本短角種とは / もりおか短角牛とは
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・南部牛とショートホーンを
交配した種類

・主に岩手・秋田・北海道で
飼育されている

・和牛四種の一つ
(黒毛和種,褐毛和種,日本短角種,無角和種)
→日本短角種は和牛全体の

1%未満

・岩手県が飼育頭数全体の
４割を占める

日本短角種
日本短角種のうち

◇盛岡で生まれ育った牛であること
◇もりおか短角牛ブランドの８つを

 満たすこと
・盛岡市（玉山）の生産状況
−繁殖農家約30戸
 (母牛を飼育, 子を孕ませ, 市場で販売)

−肥育農家２戸(子牛を育て,肉用牛として販売)

−出荷頭数約30頭（日本短角種6,500頭）

もりおか短角牛



調査・研究テーマ / 概要
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◇テーマ

首都圏に住む女子大生の視点から見た、
もりおか短角牛の現状と魅力・ブランド化などの振興戦略策及び方策

◇概要

盛岡名産の「もりおか短角牛」を研究対象とし、

−当畜産物を取り巻く流通上の課題抽出・分析

−主な消費者として想定する、首都圏の健康志向の高い人への認知度向上

−訴求に至る具体的な施策・方策についての検討及び実行



令和３年度現地調査結果
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令和３年度現地調査結果
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※ヒヤリング現場
繁殖農家,肥育農家,食肉卸業者,皮革事業者
岩手県農林水産部, 飲食店



令和4年度 もりおか短角牛モニターツアー

目的

「ツアー」という外部への魅力を発信する場を創り、実際に触れることで地域の魅力であ
ることを認識してもらう。

概要

実施日 2022年9月4日（日）雨天決行

参加者 13名（地元大学生10名、先生1名/親子1組-2名）
→県内多数、青森県、秋田県、千葉県出身

参加費 2000円（BBQの食材、調理交流会の一部食材）

実施内容

・牧野企画

・調理交流会

・BBQ
6



盛岡短角牛PRイベント
～短角牛魅力大放出祭り～
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令和5年度の活動
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今年度の目標

・生産者、販売事業者、飲食関連事業者と連携の推進
・イベント等での共通メニュー開発や P R 戦略の試行
・研究成果の創出に向けた取り組みの推進

実施企画

・もりおか短角牛モニターツアー
・もりおか短角牛フェア
・もりおか短角牛プロジェクト×HoHoEMi 様 学園祭コラボ企画



もりおか短角牛モニターツアー 昨年度の課題
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継続可能なツアーにするには

ツアー料金等の面で課題が多いことが判明した

→経済性を見越したモニターツアーを実施

参加者を比較的経済的にゆとりのある世代とする

→ 盛岡市内にあるレストラン Neuf de Pape様へのご依頼

対象者の変更



もりおか短角牛モニターツアー 実施目的
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• もりおか短角牛の特徴である夏山冬里方式という飼育環境と、農
家さんの愛情を受けて育っている短角牛を直接見て欲しいということ
からモニターツアーを実施

• もりおか短角牛の発展・振興の為には、特徴である飼育方法から
認知度を高めることが必須であることから、モニターツアーは有効

• 牧野は短角牛の生育環境であり、生産現場であることから、一般
的な観光を目的とするツアーは不適切であり、その環境を保全でき
るツアーのあり方について調査研究が必要

• ツアー料金に見合う満足度の提供が可能か



企画概要
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1. 牧野における短角牛の飼育状況の見学

短角牛ならではの育成環境を知ってもらう

実際に放牧されている風景や非日常感と空気感を味わってもらう

2. 農家さんとの交流

交流を通し、短角牛の理解を深めてもらう

短角牛についてだけではなく農家さんの思いも知ってもらう

3. 実際にもりおか短角牛を食べてもらう

もりおか短角牛の良さを改めて実感してもらう

日時：2023年9月10(日)15:00~

集合場所：盛岡駅付近

人数：7名

参加費：15,000円



ツアー案内のチラシ
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料理
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ツアー参加者のアンケート・ヒアリング結果
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(1)知名度

参加者は盛岡市在住の方であったが、今回参加するまで、名前は知っ
ていても、他の種類の牛との違いを知らない方が多かった。

もりおか短角牛を初めて食べるという人から、3ヶ月に一回程度食べて
いるという人も。



ツアー参加者のアンケート・ヒアリング結果
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(２) 実際に牧野を見学し魅力を感じられた点
• 自然豊かな環境でのびのびと飼育されていることも大きな魅

力の１つだと思う
• 農家の方達の愛情と熱意が素晴らしいです

もりおか短角牛の生育環境や農家さんに魅力を感じてもら
えた。



ツアー参加者のアンケート・ヒアリング結果
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(３) 実際に食べて魅力を感じられた点
• ジューシーで味が濃い
• 肉本来の赤身の旨みを感じられた

もりおか短角牛そのものの良さ、うまさを実感してもらえた。



生産者（農家）の感想
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実施する際の条件
• お盆の時期は一番綺麗に雑草が生えているため牛をコントロール

しやすい
• 真夏の日中は暑すぎて牛も動かないため今回のような午後４時

は良いタイミングであった
また、提案として以下の２点があげられた

牛の声が大きくて人の声が通らないため、牛が怖がらなければ拡声
器の使用も検討したい

餌やり体験を行うことは検討可能である



Neuf du Pape 様の感想
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• 少人数の参加だったため実際に地域の人と話す機会があり
よかった

• 短角牛のお話以外にも様々なことをお話することができた

• 実際に盛岡でもりおか短角牛を食べてもらえる

ツアーをきっかけとして、お店として交流を深める
機会となったのではないか。



課題

継続可能なツアー実施のために

ツアーの企画が誰でも立てること
がきるようにモデルを提示する

より経済面で考慮できるような
仕組みを作る

生産者との打ち合わせを綿密に
行う 19



もりおか短角牛フェア
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目的・目標

もりおか短角牛の認知度向上のため、飲食店の実店舗での
提供を通じて市民や観光客への普及啓発を図る

将来、継続的な飲食店での提供に向けて、メニューのマーケ
ティングを行い消費者意向を把握する

「菜園マイクロブルワリー」様にご協力いただき、限定メニュー
の提供によるフェアの開催を行い、上記の目的の達成を目指す



実施概要
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実施日︓2023年9月2日(土) ～10日(日)

実施時間︓店舗営業時間

実施場所︓菜園マイクロブルワリー

【目的】

① もりおか短角牛のPR

② 実際にもりおか短角牛を食べてもらう



実施内容
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① もりおか短角牛のPR
• フェアのポスターを作成し店舗内に掲示してもらい、フェア前の

アプローチとした
• 短角牛フェア限定メニューを頼まれたお客様や御来店いただい

た方に渡すもりおか短角牛のPRチラシを作成
• 限定メニューを頼まれたお客様へ料理を運び、その際にもりお

か短角牛のPRを行う
その会話から生まれるコミュニケーションの中でお客様のリアルな意
見やもりおか短角牛への印象を聞き出す



実施内容
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② 実際にもりおか短角牛を食べてもらう

フェア期間のみの新メニューを４種類提供

メニュー開発、仕入れ、調理、販売等は全て菜園マイクロブルワリー
様に依頼し実施

9/2−3、9/9−10 の土日は

跡見の学生もお手伝を



実施内容
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③食べた実感やメニューについての感想の聞き取り

お客様への聞き取り（アンケート調査）の実施

方法としてはお客様用チラシに QR コードを掲示し

Google フォームスで回答
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【もりおか短角牛フェア 限定メニューについて】

26

もりおか短角牛のローストビーフと梨のカプレーゼ（30品）

もりおか短角牛のガーリックステーキ（30品）

もりおか短角牛とアボカドのオーブン焼き（40品）

もりおか短角牛ビーフシチュー （11品）

※計 113 品 完売



お客様のアンケート結果
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（１）知名度

もりおか短角牛の名前を知ってはいるが詳細がわからない、知ってい
たが今まで食べたことがなかったという方が多い。

もりおか短角牛の頭数が少ないことから値段を下げて知ってもらうの
ではなく、希少価値のあるお肉であることをアピールしたブランディン
グをすべきという意見も。



お客様のアンケート結果
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（２）今後の企画アイディア
• 赤身肉の調理法は色々あると思うので、それぞれの調理を専門にする

ようなお店で何箇所か展開する
• シニア世代でも食べやすいお肉なので、美味しいビールと共にいただくこ

とができる企画
• 赤身肉の需要が上がると見込み、東京へフェアや都心の方へ進出
• 通販サイトを利用した販売方法
• 岩手県内の学生さんとのコラボ
• まず地元の人に美味しく食べてもらえる企画



菜園マイクロブルワリー様の感想
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• 今後もフェア関連の企画を行うとした場合、
盛岡市にはすでに「短角牛フェア」が存在する
ため、何か違う切り口から考えると、より人々
の興味を誘う企画ができるのではないか

• 今後同様のフェアとして開催すると考えると商
品開発から学生も携わってみると良い



課題
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PR方法の工夫

メニューをお持ちした際、PRや料理の説明を行うとその間に料理が
冷めてしまう、食事を待たせてしまう

入客数が多い時間帯は十分な説明が行えない

ポイントを絞って話す内容をまとめ、届けたい情報をあらかじめ厳選する

WEBアンケートはスマホの立ち上げなどの手間がかかってしまう。
飲食店では紙の方が回答しやすい



もりおか短角牛プロジェクト×HoHoEMi 様
~学園祭コラボ企画~
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実施目的

首都圏でもりおか短角牛の知名度を
上げる

首都圏に在住している女性及び学生に、
実際にもりおか短角牛を知ってもらう

手軽にもりおか短角牛を食べられるメ
ニューを開発する



実施目的
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もりおか短角牛を使用したパンを大学祭で販売

限定商品として１日30食を提供（２日間60食）※当初は40食

まずはもりおか短角牛のことを知ってもらう、そのうえで味、価格、ボ
リューム、見栄え、手軽さなど
についてテストマーケティング



実施概要
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販売日︓2023年10月28日(土)、29日(日)
実施時間︓10:00～18:00

2 種類のもりおか短角牛サンドを販売
・クロワッサンのバンズサンド
・食パンの生地を使った丸パンバンズサンド

どちらも 700 円での販売



実施結果
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（１）完売時間

2023年10月28日(土)13時頃

2023年10月29日(日)12時頃

盛岡市のレアなお肉であることが
注目され予定よりも早く完売

（２）食べた感想

• シンプルな味付けだったのでお
肉の美味しさが伝わりとても美
味しかった

• お肉の食感を感じた



実施結果
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HoHoEMi 様（調理、提供）

• とても柔らかく癖のないお肉で、調理しやすく、いろいろな使い
方ができそう

• 今回のサンドイッチは、キュウリ、サニーレタスなど、野菜がたっ
ぷり入っており、ザクザクとした食感とお肉の歯ごたえも相まっ
て食べ応えがあったのでは



課題
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パン以外の商品とのコラボも視野に入れ
メニューの展開を増やす

今回は提供数が少ないことや持ち帰る人が
多く感想を聞くことが難しかった

大学祭のため、安くて量の多いメニューが多く、
これらの商品との価格差が目立ったため、
中途半端な価格・量は差別化ができない

（価格が高くてもボリューミーな商品へ）



今後の課題
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より認知度を上げるためには取り組みを
広げていく必要があり、企業が取り組め
るような事例作りやモデルの提示が必要

生産者、販売事業者、飲食関連事業
者との連携をより意識した取り組みの
創出
イベント等での共通メニュー開発やPR
戦略の試行



3ヵ年の取り組みから見えた成果
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①モニターツアー

もりおか短角牛の生育環境を守るためには、小中学生対象の教育
目的か、比較的経済的にゆとりのある世代を対象とするツアーにな
る可能性は高い

地域で継続的なツアー実施を行うためには、経済性の確保が重要
であるが、ツアーの価格帯も低くせず高品質なサービスを提供でき
ることが実証された



3ヵ年の取り組みから見えた成果
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①モニターツアー

【成果】

 平成４年度のモニターツアー後に、今年度、本取り組みを踏
まえた、ツアーが事業として試行

 生産者の方から、今後もツアーを継続していきたいという前向
きな雰囲気が醸成



３ヵ年の取り組みから見えた成果
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②フェア
令和５年度9月に実施した「もりおか短角牛フェア」の感想は
消費者・事業者ともに良好であった。
一方、盛岡市には既にもりおか短角牛のイベントが開催さ
れているため、違う切り口や視点からの企画が課題。

【成果】
 事業者と調整、検討しフェアの継続的な開催へ



３ヵ年の取り組みから見えた成果
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③新メニュー(もりおか短角牛パン)の開発

牛肉の単価が高いことから、パンの個体を小さくし価格を抑え
て設定する形となったが、もりおか短角牛の魅力をよりアピール
するためには、商品単価を上げて、味に加えてボリューム面でも
満足してもらえる商品開発が課題。

【成果】

 本事業を受け、盛岡市でも地元のパン製造事業者に商品開
発を打診するなど、地元での取り組みに繋がっている。



ご清聴
ありがとうございました
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